
令和４年度（２０２２年度）三燦会定期総会議案書に関するご意見ご質問に対する回答

ご意見・ご質問 三燦会より回答
1

保護者会後の茶話会は知らない保護者の
方ばかりで緊張しましたが、子供の事で共感
できる話題が沢山あり、高校生の様子が少し
分かって安心いたしました。ありがとうござい
ました。
ホームページを読んで制服リユース活動に
興味を持ち、中学校（公立）でもリユース活
動が盛んに行われていたので、ぜひ販売日
の回数を増やして頂ければうれしく思いま
す。
成長期のお子様を持つ保護者の方々が、同
じ思いを持っていらっしゃれば幸いです。

ご意見ありがとうございます。
　茶話会はこの数年コロナ禍で開催がかなわず、今年は今までとは少し変えた形で開催するこ
とができました。保護者の交流という目的が達せられたご意見を大変うれしく思います。
　制服リユースについてもご理解いただきありがとうございます。制服リユース活動については、
以前は東洋祭で開催しておりましたので、東洋祭の開催方法次第では制服リユース販売も開
催できるのではないかと期待しているところです。ただし、頻繁に行うことについては、学校への
持ち込みに距離があること、開催には一定数の制服が集まることが必要と考えているところか
ら、あまり頻繁な開催は難しいこともありますが、検討してまいります。

2

令和３年度収支決算について
特別費内部留保分より約３００万円の支出
（学校寄付）について、金額が余りにも高額
なので前もって保護者への提案、報告がほ
しい。

ご意見ありがとうございます。
　ここ数年、新型コロナウィルスが猛威を振るう中において
生徒たちが安全に学校生活を送る為に、三燦会として何が出来るかを考えて参りました。
　緊急事態宣言においての行動の制限、変異株などさらに未知のものへの不安、今後どのよう
になっていくか予想もつかない状況の中、今まさに生徒たちの為に留保してきた金銭を役立て
ていこうといった考えから、R2年度の常任役員会において審議・検討し留保金を支出すること
に決定いたしました。
　具体的な使途につきましては、三燦会で決定するのではなく、
コロナの状況に沿って学校に不可欠な備品、生徒の密を避ける為のWeb機材、ネット環境の充
実等、学校側でご判断いただき、その支払いに充てていただくようにいたしました。
　これらについて、保護者のみなさまには保護者会等の席を設けてご報告すべきところではあり
ましたが、やはりコロナ禍においては難しい状況でしたので、三燦会のホームページの寄付の
ご報告、議事録において事前にご報告させていただいております。
　また、具体的な使途と金額につきましては留保金の範囲で学校側に購入していただく方法を
とりましたので、事後報告ではありますが議事録にて掲載しておりますのでよろしくお願いいた
します。
　三燦会としましては、みなさまよりお預かりしております活動費を「学校・生徒・保護者」にとっ
て有益に活用させていただくという目的のもと様々な活動をしております。
　今後もコロナ対策費としての使途のみならず、三燦会の活動目的に準じて必要な支出が発生
する際には、役員・常任役員会において適宜協議の上適切な支出を検討して参りたいと思い
ます。

令和４年度予算（案）について
前年度決算額を参考に予算案を提示してい
ただきたい。

　ご意見ありがとうございます。
　予算案につきましては、ご意見をいただいたように
前年度の決算額を参考にしながら常任役員会において慎重に審議し決定しております。
R３年度はコロナの影響から、予算を計上しながらも実施出来なかった行事もありました。
　また、次年度予算を審議する中で支出する科目を変更し計上した項目もございます。
　前年度実施出来なかった行事につきましては、各部で何度も審議・検討を重ね
コロナ禍においても実施出来るよう工夫することも含めて予算を計上しております。
　その為、R３年度の決算額とR４年度の予算額に大きな開きがある科目もございますが、
ご理解いただければと思います。
　なお、上記常任役員会で審議した内容につきましては、三燦会ホームページに
議事録として掲載してございますので、是非ご覧ください。


